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   Ｇ０１Ｃ  17/38     (2006.01)
   Ｇ１０Ｈ   1/00     (2006.01)
   Ｇ１０Ｈ   1/053    (2006.01)
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【ＦＩ】
   Ｇ０１Ｃ   17/38     　　　Ｚ
   Ｇ１０Ｈ    1/00     　　　Ａ
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   Ｇ１０Ｈ    1/00     　　　Ｚ
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   Ｇ０６Ｆ    3/033    ４２４　
   Ｇ０６Ｆ    3/033    ４２５　
   Ｇ０１Ｂ    7/30     　　　Ｈ

【手続補正書】
【提出日】平成27年4月1日(2015.4.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザが保持可能な保持部材と、
　前記保持部材の互いに直交する３軸それぞれの方向に生じる磁気を検出する磁気センサ
と、
　前記保持部材の初期の静止状態において前記磁気センサにより検出された地磁気による
磁気、および当該初期静止状態における姿勢パラメータをメモリに記憶する記憶制御手段
と、
　前記磁気センサが検出した磁気を一定タイミング毎に取得する取得手段と、
　前記取得手段が取得した前記一定タイミング毎の前記磁気センサの各軸成分の出力値を
所定区間毎に累算する累算手段と、
　この累算手段により累算された磁気を、前記メモリに記憶された初期の磁気と一致する
ように姿勢パラメータを補正する補正手段と、
　を有することを特徴とする姿勢検出装置。
【請求項２】
　ユーザが保持可能な保持部材と、前記保持部材の互いに直交する３軸のそれぞれの方向
に生じる磁気を検出する磁気センサと、を有する姿勢検出装置が実行する方法であって、
　前記保持部材の初期の静止状態において前記磁気センサにより検出された地磁気による
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磁気、および当該初期静止状態における姿勢パラメータをメモリに記憶する記憶制御ステ
ップと、
　前記磁気センサが検出した磁気を一定タイミング毎に取得する取得ステップと、
　前記取得ステップが取得した前記一定タイミング毎の前記磁気センサの各軸成分の出力
値を所定区間毎に累算する累算ステップと、
　この累算ステップにより累算された磁気を、前記メモリに記憶された初期の磁気と一致
するように姿勢パラメータを補正する補正ステップと、
　を含む方法。
【請求項３】
　ユーザが保持可能な保持部材と、前記保持部材の互いに直交する３軸のそれぞれの方向
に生じる磁気を検出する磁気センサと、を有する姿勢検出装置として用いられるコンピュ
ータに、
　前記保持部材の初期の静止状態において前記磁気センサにより検出された地磁気による
磁気、および当該初期静止状態における姿勢パラメータをメモリに記憶する記憶制御ステ
ップと、
　前記磁気センサが検出した磁気を一定タイミング毎に取得する取得ステップと、
　前記取得ステップが取得した前記一定タイミング毎の前記磁気センサの各軸成分の出力
値を所定区間毎に累算する累算ステップと、
　この累算ステップにより累算された磁気を、前記メモリに記憶された初期の磁気と一致
するように姿勢パラメータを補正する補正ステップと、
　を実行させるプログラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
上記目的を達成するため、本発明の一態様の姿勢検出装置は、
　前記保持部材の互いに直交する３軸それぞれの方向に生じる磁気を検出する磁気センサ
と、
　前記保持部材の初期の静止状態において前記磁気センサにより検出された地磁気による
磁気、および当該初期静止状態における姿勢パラメータをメモリに記憶する記憶制御手段
と、
　前記磁気センサが検出した磁気を一定タイミング毎に取得する取得手段と、
　前記取得手段が取得した前記一定タイミング毎の前記磁気センサの各軸成分の出力値を
所定区間毎に累算する累算手段と、
　この累算手段により累算された磁気を、前記メモリに記憶された初期の磁気と一致する
ように姿勢パラメータを補正する補正手段と、
　を有することを特徴とする。
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